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以上の研究活動を記録し、成果物（紙媒体の冊子、ウェブサイト）にまと
め、広く一般に向けて無料公開した。

早稲田大学演劇博物館 特別展「太田省吾 生成する言葉と沈黙」（���� 年 ��月�日～ ���� 年 � 月��日）の開催にあたり、同大
学演劇映像学連携研究拠点と本研究拠点との連携による研究事業を行った。公開のシンポジウムとトーク付き上映会、非公開
の研究会とインタビュー調査を実施し、日本現代演劇の代表的な演出家・劇作家の一人であり、「沈黙劇」と呼ばれる独自の表
現スタイルを切り拓いた太田省吾（����-����）の仕事、その思索と実践を多角的に検証した。
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太田省吾 その実践と思索をめぐって

金 潤貞 | 早稲田大学演劇博物館助教
新里 直之 | 京都芸術大学舞台芸術研究センター研究職員

『水の駅』上映＆トーク

日時：���� 年 �� 月��日、オンライン実施参加者：岩城京子、金潤貞、新里直之

日時：���� 年 �� 月�日会場：早稲田大学小野記念講堂参加者：安藤朋子、鴻英良、新里直之、花光潤子、森山直人

研究会 太田省吾の仕事、その現在性と歴史性（非公開）

シンポジウム 言葉と沈黙のありか―太田省吾の仕事をめぐって（公開）

日時：���� 年 �� 月�� ・��日会場：京都芸術大学映像ホール参加者：佐伯順子（��日）、相模友士郎（��日）、金潤貞、新里直之

太田省吾演出『小町風伝』『水の駅』上映＆トーク（公開）

　現代演劇を専門とする研究者が集まり、最新の研究動向や国際的事例を踏まえて、作家の仕事を検討した。研究代表者である金と新里の基調発言を受けて、ベルギーのアントワープからオンライン参加した岩城氏が、演劇学とパフォーマンス学の交差点から太田のドラマトゥルギーを再考し、日本演劇史の「稗史」を紡ぐという視点から太田作品の意義を示した。それらを踏まえて、三者により太田の仕事の現在性と歴史性を議論した。

　太田省吾と同時代を伴走した俳優、プロデューサー、演劇批評家らが参集し、作家の遺した足跡について共同討議を行った。����・���� 年代の劇団転形劇場、����・���� 年代の公立劇場（藤沢市湘南台文化センター市民シアター）と大学（京都造形芸術大学／現・京都芸術大学）での試みを振り返り、今日の芸術創造とそれを取り巻く環境に対する示唆を見つめ直した。

　太田省吾演出による「沈黙劇」と呼ばれるユニークな演劇作品の記録映像を上映し、あわせて縁のある研究者とアーティストを招いたトークイベントを開催した。��日には『小町風伝』（����年初演作品、記録映像は���� 年版）を上映し、老い、セクシュアリティ、能楽などのテーマをめぐって討議した。��日には『水の駅』（����年初演作品、記録映像は����年版）を上映し、沈黙劇の諸特徴とその受容体験について議論した。

日時：���� 年 � 月��日、オンライン実施参加者：金水技、金潤貞、新里直之

インタビュー調査 日韓共同プロジェクト『更地 ( 韓国版 )』韓国芸術綜合学校演劇院公演『水の駅』を振り返って（非公開）

　作家の国際的なプロジェクトや演劇教育等をテーマとするオンライン・
インタビューを行った。インタビュイーである金水氏は、太田省吾演出『更
地（韓国版）』（���� 年）に出演し、近年は韓国芸術綜合学校演劇院にお
いて学生たちと『水の駅』を上演している。そうした具体的な事例を通し
て、金水技氏が太田の演劇観をどのように捉えているのかについて、貴重
な証言を得ることができた。

https://prj-kyodo-enpaku.w.waseda.jp/research/file/report-2023-collaborativeprojects.pdf

https://k-pac.org/hp/wp-content/uploads/report-2023-collaborativeprojects.pdf

成果物『太田省吾 その実践と思索をめぐって―���� 年度共同利用・共同研究拠点連携プロジェクト記録集』
発行日：���� 年 �月�� 日
編集：金潤貞、新里直之、鳩飼未緒、長谷川理絵
発行：早稲田大学演劇博物館演劇映像学連携研究拠点、京都芸術大学舞台芸
術研究センター舞台芸術作品の創造・受容のための領域横断的・実践的研究拠
点

京都芸術大学 共同利用・共同研究拠点
舞台芸術作品の創造・受容のための領域横断的・実践的研究拠点

アニュアルレポート

金 潤貞 ・ 新里 直之

舞台芸術を用いた〈他者〉との対話の場の構築と継続
―旧真田山陸軍墓地を巡る二つの創作を通して

岡田 蕗子

次世代舞台音響『イマーシブオーディオ』の可能性について
大久保 歩 

蘇るバレエ・リュス : 
薄井憲二バレエ・コレクションの同時代的／創造的探究

関 典子

「hysteria」プロジェクト
ー〈女性〉の身体への眼差しを転じるリサーチ・ダンスの試みー

松本 奈々子

横田 宇雄

大島 広子

インフォメーション、編集後記
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P. 6劇場実験型公募

P. 8リサーチ支援型公募Ⅰ

P. 10リサーチ支援型公募Ⅱ

P. 12

P. 14

リサーチ支援型公募Ⅲ

OPEN LABORATORY

アッピア演出『オルフェオとエウリディーチェ』(1913)を
モデリングする

太田省吾 その実践と思索をめぐって

環境配慮型の舞台芸術創作ための国内の舞台芸術と
環境についての基礎調査及び英国他ヨーロッパの
サスティナブルプロダクションの実例調査
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舞台芸術を用いた〈他者〉との対話の場の構築と継続
－旧真田山陸軍墓地を巡る二つの創作を通して

作・演出：琹◱潤
出演：摎山㳳都（京都大学人ꛠ・環境学研究科芸術文化講䉉）、抻弌嫆♈（京都大学人
ꛠ・環境学研究科⟯士鏵熋／社会学）、┫ꨲ 됀子（大ꞷ芸術大学芸術学部舞台芸術
学科演技演出ثース）、⟕◱㺏太（京都芸術大学舞台芸術学科演技演出ثース）
演出助手：┫ꨲ 됀子／ アンظースタディ：⠚菢껩、ジュリ太郎、ワタقベٚٚث ／「対
鍬の場」 におけるフؙシリテーター：㹣田褢子、山鸛⿁、낉安美䅆／「対鍬の場」 に
おける手鍬通鋦 	�月�日	 ㎲ 
����� 公演のみ
：낇嘢記子、三田㱛美 	 共に TA-net
 ／
舞台汋洕：ⴳ亇こךち ／扵传：川㼗暞子／ 映像䳘作：炯㹣䙋／ 㲁伝美術：╥儤鍚お
り／ 記録⫡沩䲟䏦：羌田友（スٌأ） ／記録映像䲟䏦：婥㱫良（う׈׏のヽギ）／ ⯎作：
ꞷ田䚕子
╸催：学校法人梍生山学㎜　京都芸術大学փ舞台芸術作品の創造・受容のための領
域横断的・実践的研究拠点ք ／京都芸術センター⯎作䶱䭗事業

研究組織
㹣田褢子（研究代表者、演劇研究、京都芸術大学舞台芸術学科専⚌講䅾）
琹◱潤（共同研究者、劇作・演出、EraDom）
山鸛⿁（共同研究者、大ꞷ大学╥之㼗芸術センター）
낉安美䅆（共同研究者、ؠイؠعムٌー・シアターأンパニー）
小田䉩䑔（研究ⶤⱸ者、NPO 法人以沩田山꠬鬆㗭地とその⟕㯶を考える会理事長、大
ꞷꤴ奣通⟞大学⺬鎝教授）
ꞷ田䚕子（研究ⶤⱸ者、⯎作）

岡田蕗子 | 演劇研究、京都芸術大学舞台芸術学科専任講師
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珬 ㍆研究会珬 � ㍆研究会（共ץ非公開）
日時：���� 年 �月�日	 ㎲ 
��：����：�� ／ �月��日	日
��：����：��
会場：以沩田山꠬鬆㗭地、集会場／大ꞷ大学╥之㼗芸術センターセٗقー㲃 �A

　珬� ㍆研究会では、歴史研究者の小田䉩䑔氏より以沩田山
꠬鬆㗭地の歴史の講義を受けた䐑、小田氏・㹣田灡子氏のؤ
イドの׼と以沩田山꠬鬆㗭地を堶いた。珬 � ㍆研究会では事
⯭に琹◱から䬓示׏れていた小田⸋のどか『近代を䏜⯕／飂
⩩する』（講鐠社、����年）を鏫ך؍䚝䙋を共傲した♖、⺣自
が꛷䑮のある鞳料を䧎ち㳄り意見を交わした。以沩田山꠬鬆
㗭地がどのような「記䞾の場」を形成するのか、鞳料に記魖の
ない���� ～ �� 年の以沩田山꠬鬆㗭地はどのような攉婛ךっ
たのか、⪘員の意見を㵓重する対鍬の場はどうすれば創れる
か、研究ꯄ污の「♖者」とは鏲か、などのれいが出た。

珬 � ㍆研究会珬  ㍆研究会
珬  ㍆研究会珬  ㍆研究会（⪘て非公開）

会場：以沩田山꠬鬆㗭地と⼸鱿の地域
日時：���� 年 �月�日（㎲）��：����：�� ／ �月��日（金）��：����：��
　　   �月��日（水）��：����：�� ／ ��月��日（㎲）��：����：��

　研究会で出たれいを踏まえ、以沩田山꠬鬆㗭地の近꡷の
亇րײの縯き取りとフィールドワークを行った。珬 � ㍆研究会
では、近꡷⛽人であり以沩田山꠬鬆㗭地のٔランティアؤイド
ⳏめる⺨㹣堲氏に縯き取りを行った。珬׼ � ㍆研究会・珬 � ㍆
研究会では、地域に⹻くからある䈮臑を╥䑮に縯き取った。以
沩田山꠬鬆㗭地の牝き地で野朋や鷾動会の种紊をやってい
た鍬や、集会場でؤ٠教㲃や料理教㲃をした鍬などがあり、

「以꠬鬆の施鋜」というよりは「牝地」や「あそ׭場」という䚝釆
を䧎つ人がいることがわかった。珬 � ㍆研究会では（公靺）沩
田山꠬鬆㗭地礱䧎会╸催の焥㰄䜶꥛灮ײ参加した。䜶꥛灮
の特芲や、䌤⪳を唾甥する諸醜砙の硛み合わせ亇や順榢が䧎
つ意⽊合いについての鍬がでた。
　研究会と╝行し、上演や対鍬の場の唾成に꛷する具体的な
相鐠׼行い、時ꛠꀊ⮋などの大冕や꛷連講䉉の開催の銍楙が
鍬し合われた。

シٟン珬؛ؿーآ ㍆研究会燩⹻公開ه٢ー٣ح
（研究会と燩⹻ש非公開、♖ש公開）

日時：���� 年 ��月��日（僮）、��日（金）、��日（日）／ �� 月��日（水）��：����：�� 
　　   ���� 年 � 月～ �月ꮒ／ ���� 年 �月�日（㎲）��：����：��
会場：京都芸術大学㛩䑮館アػمクス � ꡔ燩⹻場 A ／以沩田山꠬鬆㗭地集会場・以沩田
　　　山꠬鬆㗭地／京都芸術センター⯎作㲃 ��・�� ／ウインبフィールド

　��月僱にオーディシٟンで出演者をⳙった。�� ⺬が集まり、
最硗的に出演者� ⺬・アンظースタディ � ⺬が参加することに
なった。珬� ㍆研究会では、新たなメンوーが以沩田山꠬鬆㗭
地と出会う噉会を鋜けた。琹◱はこれら崪⤛と╝行して䢖傇

　本研究では、研究会とアーティストの創作を魂に、舞台芸術が䢇◢に꛷する「遳㷩的な記録／記䞾の集爉の場」を、いかに♖者
との対鍬の場ײと拓き得るのかというれいを䫈妞した。取り上׌た場、「以沩田山꠬鬆㗭地」は国家と⠞人を䄔る記録と記䞾が遳
㷩的に集爉する特塩な時牝ꛠである。そこは歴史的・文化的文美の遳꣖؀׏えに、榭なる意見を䧎つ者同士の対鍬が拓かれにく
いように׼䚝גられる場で׼ある。研究代表者は、その場を舞台芸術で拓く試みを���� 年より礄礆しており、今年䉇の研究はその
一環である�。
　� 年銍楙で、研究メンوーを╥䑮に研究会とフィールドワークを行い、上演と対鍬の場を拓く。���� 年䉇は、琹◱潤が劇場作品
を創り、㹣田と山鸛⿁、낉安美䅆が対鍬の場を䥺䎯した。���� 年䉇は、琹◱の創作ײの䒓琽の意⽊׼鲅めて、낉安美䅆が創作
を行う◡㱲である。
�発獸は『以沩田山꠬鬆㗭地、㗭嗋との対鍬』	 ꟓ⻹社 
 ����）⹚録の䦚論を参扵

⺣研究嬈Ⳉの㕈⼏
　�月から月に� 䉇熋䉇の研究会を重קて、◭いの꛷䑮やれꯄ
意閃の共傲を行い、��月～ �� 月ꭑには上演唾造や出演者を
姲め、���� 年 � 月から燩⹻を本剾的に㠿め、�月に劇場実験
を行った。

珬� ㍆研究会。以沩田山꠬鬆㗭地にて

　上演は以┴のような唾成を取った。
֋� 䉇污の上演֌以沩田山꠬鬆㗭地にまつわる記録や記䞾を׼
とに創作׏れた上演時ꛠ �� ⮋熋䉇の淼いٌース� 編のうち�
編が観㱿のくג䌮きで麀ばれ、上演順が姲まり、上演׏れる。

֋� 䉇污の対鍬֌上演のⷈ霐を記録する「自䄬との対鍬」の時ꛠ
が �� ⮋熋䉇鋜けられる。

֋� 䉇污の上演֌再䉇観㱿がくגを䌮き（その際 � 䉇污の上演で
麀ばれなかった � 編を⻚める。）、� 編が麀ばれて上演׏れる。
たךし、� 䉇污は � 䉇污の上演とは部⮋的に榭なっており、言わ
ない／榭なる台鍄やꀊ䏵に鸞いなどがある。

֋�䉇污の対鍬֌フؙシリテーターと共に、矙��⺬の⫆䉉で鍬す。
鍬の⫅容はホワイトٔードにメٚ׏れる。対鍬が硗わると♖の
ループのホワイトٔードを見る時ꛠとなり、観㱿⪘員が◭いのب
䚝䙋の一獸を共傲する。
　この上演形䌤は、琹◱がリサーعを通して、どのような記録
や鷏鍬に、鏲を通して、どのような順䈡で鉇れるかによって人
が以沩田山꠬鬆㗭地に䧎つⷈ霐が榭なると䚝גたことなどか
ら、立ち上׌られていった。
　�� ⮋の対鍬の場に꛷しては、⪘員が意見を鴆׳る噉会を得
るが鴆׳ない自楍׼䥺⟕することや、以沩田山꠬鬆㗭地に꛷す
る淰閃を❃うのではなく、上演で得た׼のを鍬すこと、フؙシ
リテーターは意見を✄かの亇向ײ集矙しようとしないこと、と
いうようないくつかの姲め事を㱲め、♖者の意見と出会う場と
して唾甥した。
　また、上演と対鍬の場を⺉能な甙㍦で開いていくために、�
日の上演においてテإストの事⯭䬓❭やサポーターのꀊ籅、対
鍬の場において手鍬通鋦のꕢ韘サポートを行った。
⟖NPO 法人以沩田山꠬鬆㗭地とその	 らに、小田䉩䑔氏׏　
㯶を考える会 理事長、大ꞷꤴ奣通⟞大学⺬鎝教授 
 による以
沩田山꠬鬆㗭地についての講䉉を׬らき、꛷䑮がある人が歴
史的な淰閃に出会う場׼鋜けた。

և㗭地の翤物鏈ⴱֈ（临屭鱿⣁┧鼡）
（「以沩田山꠬鬆㗭地とその⟕㯶を考える会 ウェブサイト」
httpT���XXX�aTTmDD�orH� paHe@JE�����）

և劇㕍実꼐『㗭地の上演』ֈ（临낇䁙䛧）
（「artTDapeウェブサイト」https://artscape.jp/article/10532/）

写真 撮影：脇田友 劇場実験　� 編のうちの� 編「㝤学生」

劇㕍実꼐『㗭地の上演』(公開)ջ
日時：���� 年 �月�日	 ㎲ 
、��日（日）
꛷連講䉉：╖日��：����：�� ／上演：╖日��：����：��　
会場：꛷連講䉉：京都芸術劇場楽㶽／上演：京都芸術劇場 TtVEJo��
参加鞟：無料（講䉉・上演共に）
参加者：꛷連講䉉：╖日�� ⺬熋䉇／上演：⺣㍆㱲員矙 �� ⺬・꛷➬者⺣㍆㱲員矙 �� ⺬

を傑き、��⮋以⫅の淼いٌース「羱奣」「見物」「醵⯦」「㝤学生」
「㵡年」「集い」の � 編を㱕成׏せた。
 　燩⹻は京都芸術センター⯎作㲃��で���� 年�月から行い、
�月�日には 4T6%IO OP&N%A: WoM�� にて、一般参加者下
⺬の⯭で公開リهーサルを行った。

劇場実験の硳果検証のために䑱醜な珬三者の意見として「劇
場実験の記録／硳果／検証」 を事⯭に屭鱿⣁一郎氏に❰ꮪし
た。また、一般観㱿で儽場׏れた낇䁙䛧氏に׼「artTDape」に取
り上׌ていたךいた。これらの珬三者の視点を踏まえて、上演
䐑にはׯりかえりの場を䧎った。



研究組織
研究♨輬綀
㛦▅⟕ 堶☘齪芸術㛦学臡⺊芸術学焮䷬䪟
研究会ٙンوー
渊╴ 継┧公靺 )兌☘齪歴史临ⴱ靺㍏ ( 兌☘芸術劇㕍)
䥭雂 䐃☺嶍鞨沑猯芸術劇㕍׭؉峋ٓー٣ 臡⺊䤞術齇
ꄴ㯬 䏤㱛⪰䉐沑猯芸術临ⴱسンター、日僲ꬱꭊ㲪ⶤ会醙日僲䶱齇䶱齇ꚺ 
㎲绀 伝史ロームシؚター☘齪、日僲臡⺊ꬱꭊ㲪ⶤ会ջ研⟯绝成㡗⿞ꚺ
㸃⹺ ⿶( 剣 ト鞇㚏綀ٍص٤ーシٟンջبؾイン・ؚ؛ؿٙ(
研究協力者
5SPJT .JMFT ջ5PNNZ(5C)、兠◱⨫嘃 ('M)、34"(1G)ջ（وンف演㜜）
剣䌤会瀕ؚٙ؛ؿ・イン٤بؾーシٟン
☘嶍臡⺊芸術事咋ⶤ同硛合
合田ⱽ♨（（剣）硳ꬱ）、叮⺬佭ㆍ（ٍ٢ー）
鲂◱粀爙（鵺鋦）
臡⺊芸術学焮臡⺊خؿインثーرջꬱꭊ䒈僑学椲ջ䋴 � ⺬
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事⯭調査
　䎯初、����年に本研究の銍楙傑を䬓出した際には、おおよそ� 燊
ꯠのの噉㉯を縯き比׳、その特徴からの⺉能性を䫈؇うと考
えていた。
　䎯時、の開発をしているのはスٌーأーメーأー（.eyer社、
E�C aVEJoteDhnJL社、--ADoVTtJDT 社）や、スٌーأーメーأーに
❰ 㯶 し な いص フトウェア を 開 発 して い る'MVY��社 の 4PAT 
ReWoMVtJonlなどが調査研究対霐として上׌られた。
　����年��月��日に䆺䍲メػセで開催׏れたInter #&& ����と
いう䷇鴷・舞台꛷➬の展示会に参加し、⯭鴆の⺣社とのثンタクトを
㍧った。
　硳果としては、スٌーأーメーأーの開発するصフトは、そのメー
ーを❃椾しないと⮼椾できないという「稘り」が非䆓أーのスٌーأ
に䍶㍳にあった。
事⯭研究
　���� 年�月、の⩥꺗者で׼ある嘢本䷝黧啒（T-4P&C 社）に
フトウェアの特徴などをصクやػ相鐠し、に䑱醜なPCのスْ׎
お縯かせꭐき、研究の珬一堶を開㠿することが出儽た。
　合同研究会として����年�月に研究ⶤⱸ者の亇րと;oomにて ーٗ
ティンبを行い、研究会の⫅容について以┴の点についてⶤ議した。
��クリストフؙー氏ײの講演❰ꮪ⫅容劑
��録ꬱꬱ崡を❃椾したイマーシブオーディオの検証
��生وンド演㜜を❃椾したイマーシブオーディオの検証
��❃椾するصフトは 'MVY��社の 4PAT ReWoMVtJonlのみで行うこと
。れた׏姲㱲׼
　�については京都らしく、能・攙言のꬱ崡や黧楽の生演㜜はどう
かとの׎意見׼あったが、時ꛠ的⯎矙などで見鴷りとなった。
　���� 年 �月と�月には 4PAT ReWoMVtJonlの取 䤆い紊择の愤、
国⫅鞇㚏⩝である	剣
メディア・インテ٤بーシٟン社にて講紊を
受けた。その䐑ص׼フトの紊择の愤、㲃⫅に小㑇スٌーأーを⺩り、
実験を重קていった。
　�� 月に は	剣
メディア・イン テب ٤ ーシٟン 社 より、4PAT 
ReWoMVtJonlの開発者で׼あるيューج・ラリン氏の儽日の⺉能性
を䬓示していたךくと共に、佅焥䉉に事けるスٌーأーꀊ籅のアドو
イスなどをいたךいた。

研究会崪⤛・調丑
　�月�日ⶔ⯭からは、佅焥䉉に事いて仕鲅作業を開㠿した。
　舞台劍	舞台の⯭ꨲ
には .&:&R社の6P.-�Pを�台鋜籅、㱿
䆀上牝のꤴ動وトンに--ADoVTtJDT社の9��を�台وトン⺩りした。
これらは⪘て佅焥䉉の⟕傲する鋜⤛で行った。
　この⛸籅꛷➬がでは非䆓に重醜な愤、⯭׼って㍧ꨲ上でプラ
ンした通りに堭漩に㴷法を銍岀し、その亇向、┴向き角䉇などを調
丑した。
　その䐑、4PAT開発者のيューج・ラリン氏に׼加わっていたךき、
ꤴ奣的な調丑を行った。ラリン氏から教わるنウهウは、今㍆の研
究会の╥で一榢焖的にⲶ䍶になった時ꛠであった。これらの調丑
は糺日の�月�日׼礄礆して行われ、䑋調丑が礆いた。
　実際の現場であるとこれךけの時ꛠを調丑にⰬくことは꤁しく、
事⯭崪⤛とプランをする上でのنウهウの螸爉が䑱醜であると橠䚝
した。

　垯に兌京芸術劇場のトーンマイスター、渊╴継一氏にꬱ像㱲⛸の
歴史から、���� 年 �月に╉楴初演を鲲えたعェルフィعػュ『リビ
ンبルームのメタٚルフォーシス』で❃椾׏れたについてお鍬し
いたךいた。やデジタルꬱꭊのなかった時代に⩥꺗者鸛はどの
ように䄛㛭を重קてꬱ像㱲⛸を再現しようとしたのか。の䧎つ
意義をそこに見いךせるお鍬であった。
　その䐑、صフト開発者のラリン氏に 4PATというصフトの⸋理やど
のようなことが出儽るのかという׎講演をいたךいた。
　初䑮者に׼鉁るような媍ꨲ合成の技術理論は䶿めて自⮋の淰閃
を見直すことが出儽た。
　氏の講演⫅容の咳醜は、׎ⶤⱸいたךいた	剣
メディアインテب
٤ーシ ンٟ啒のに記魖׏れている。
https://www.minet.jp/contents/article/event-report_f lux-spat-revolution_202403/

　劇場に事けるꤴ奣ꬱꭊ技術の手法は、舞台⯭の䄜⺎に㱿䆀に向けて鋜籅׏れる� 台のスٌーأーセػトによる׼のが長年❃椾׏れてき
ている。しかしこの手法はスٌーأーの⯭に䉉る観㱿にとっては、舞台╥㛱で鍬す演者の㚍がスٌーأーから縯こえてくると◫う鸞⽪䚝が
あった。近年、映楙など映像の╉楴では立体ꬱꭊと言われる���% や%oMCy AtmoTl などが開発׏れ、��� 䉇の⪘亇⛸ꬱꭊを体験できる
ようになっている。しかし舞台の╉楴では、なかなかその立体ꬱꭊの手法が開発׏れה、鸞⽪䚝を釆えながら׼䄜⺎のスٌーأーのꬱが舞
台ꬱꭊとして㱲泚していた。
　しかし、デジタルꬱꭊ技術やثンٌューターの鶽堶により、観㱿䆀のどこにいて׼スٌーأーの㯶在を意閃せה、演者がャる、演㜜者が
演㜜する、その⛸籅からꬱが縯こえてくる（㱲⛸䚝という）ことが⺉能となってきた。あるいはِリثプターが自⮋のꮒ上を겦؍でいく、亪㍆
する、など׼⺉能となっている。牝ꛠからꬱが縯こえるという䚝釆なのである。この新しい技術こそイマーシブオーディオ（以┴、と記魖）
と呼ばれる׼のである。
　本研究では、このがどのようなⲝ果を׼たらすのか、実際に舞台で遳下台のスٌーأーを鋜籅し、の⺉能性を䫈る׼のである。

テ
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次世代音響『イマーシブオーディオ』の可能性について

大久保 歩 | 京都芸術大学舞台芸術学科教授 研究会⮩日
　公開初日の�月�日にはクリストフؙー・プラマー氏に基調講演を
行っていたךいた。
氏はٗシؤン䄛科大学で教ꪥを取りつつ、ٗ ュージأルやオْラな
どのꬱꭊプランを׏れている。その立場が焖と同啒で傲り、共䚝を
釆える。
　氏には「アメリأ合軹国におけるイマーシブオーディオの現攉について」とꯄしての講演をおꯕいしたが、その実椾例ばかりでなく、の基本淰閃やその䒓椾亇法までをお鍬しいたךいた。　その╥で׼特に膵⽊を䧎ったのが、「緙の水䇮亇向の㱲⛸眼䉇は矙 ���䉇、㐻直亇向の㱲⛸眼䉇は矙 ��䉇」と◫うことであった。　つまり、水䇮亇向の亇が㎻⠩的にその亇向を䚝גる眼䉇が낇いということで傲り、は �垯⩝で׼⩟⮋にそのⲝ果があると◫うこと
。と鉁ꄨしているך

研究会 �日污
　� 月�日の�日污にはوンド演㜜によるのⲝ果を検証した。
و ンドは ⹻くから の 友 人で あ るTommy	TC
 氏 晣 い るTroJT 
.JMeT におꯕいした。♖のメンوーは兠◱優嘃 	'M
とR�4A؍׏
	PG
である。これは⺣楽㉯のꬱ域を考䜳してこの楽㉯編成に؍׏
なっている。
　⯭䐑䄜⺎に煰動しながら楽㉯を演㜜して鞒い、を❃椾した
㱲⛸を検証した。のオْ٤ートはラリン氏がかって出てく׏ך
り、楽㉯の向きや⛸籅䘆㕈を的漩に䳘作׏れていて、これ׼今䐑
のオْ٤ートに非䆓に傲ⲝな硪験となった。
　その䐑、舞台芸術学科のٗュージأルの授業発表公演で録ꬱし
たꬱ崡や、ⲝ果ꬱを再生しの䧎つ煰動㱲⛸を検証した。

絼㳻
　䎯初は、� 燊ꯠのの縯き比׳を研究の魂としようと考えていたが、時ꛠ的な⯎矙などにより現実化が꤁しくなったため、スٌーأーメーأーを꟪㱲しないصフト'MVY��社の 4PAT ReWoMVtJonlに碑って研究することとなったが、硳果的にはこのصフトを❃椾してのの⺉能性を尢䪸りできたと思う。　硳論を⩥に言えば、一䉇のꬱを縯いたら䐜儽のステ٤オには䢩れなくなる׵ど、鏩得ⱸにあׯれた表現が⺉能になると◫うことである。♖者にをどう伝えるのかは『一䉇縯いてみてく׏ךい』としか表現できない。
　スト٤ートプ٤イ、ٗ ュージأル、オْラ、ظンスなど、パフォーٗンبアーؼの⮋野においては、䑱ꭘのアイテムとなると漩⟞する。
　�月��日に⪰䉐芸術文化センターで開催׏れた「珬��㍆舞台技術セٗقー『シアターイマーシブの嗋崪化を污䧖して』」というセٗقーに、本研究会メンوーの金子䏤㱛氏にお招きいたךき、本研究会の成果を発表する噉会をꭐ䢟した。　��� 。き、下多くの観㱿にそれを体験して鞒うことにつきるのではないかと思うךーであったが、劇場の䶿⟯時や新甥時にのシステムを㵚⪒していたقせるかという䢳に泚泓したセٗ׏㞋✄にしてを侫⹔、׼どのꬱꭊ技術者や⯎作者が集まり、を体験してꭐいた。䑱ꭘのアイテムと成ると漩⟞はしていて׵⺬
　今㍆、このような研究会を開催できたことは京都では初めてのことで傲り、佅焥䉉を京都のの拠点として発展׏せていきたいと考える。
　最䐑に、本研究会の実施をお⳧めいたךいた、舞台芸術学科の⩥生亇、舞台芸術研究センターの殽啒、׎ⶤⱸいたךいた研究会メンوーと研究ⶤⱸ者の殽啒、そして׎儽場いたךいた殽啒に尢く䚝铴を楏し上׌る。

　���� 年�月には、共同研究者の渊╴継一氏にお鎻いꭐき、عェル
フィعػュの演劇作品『リビンبルームのメタٚルフォーシス』の╉楴
初演をウィーンで䦡見し、「俧ꜷの╥に悍台を見つけた」ように思え
た。その㱲⛸䚝や楽㉯と台鍄のوランスがあまりに׼自戍で、ꤴ奣ꬱ
ꭊを❃椾していない䚝釆であった。そしてこれこそ、垯╉代のꤴ奣舞
台ꬱꭊךと漩⟞を䧎つことが出儽た。
　直⯭ ーٗティンبとしては、���� 年�月に基調講演をおꯕいしたク
リストフؙー・プラマー氏と;oomにてٗーティンبを行い、氏の講
演⫅容について⫅容を検討した。



研究組織�研究代表者꛷ ⪳子｜ظンサー／灒䢤大学准教授／覐◱䞵◥٤ث・ؠ٤وクシٟン・إュ٤ーター
研究⮋䥺者ꇄ僮 侷｜ؠ٤و史研究／法䷉大学⺬鎝教授乀藤 䝄子｜ؠ٤و史研究／大ꞷ公立大学特⚌講䅾山╥ 鵛｜作傇家／ %+ ٌ｜ー三孀 别里子وムタイプ創立メンظ／ アニスト／⪰䉐沑立芸術文化センター
研究協力者本嘢 䍏生｜フؙػシٟン・美術研究／京都芸術大学教授玊⫅ 灡銤｜映像作家／ 7+佐藤 一矑｜٬ؙイオリニスト／ٌアニスト䐑藤 ➹伺｜覐◱٤ثクシٟン・アシスタント／貞兠・嬴田ؠ٤و団떾㶪 藊子｜輥遉家／ )ANA %&4I(N ROO.䄛藤 縵｜振付家／映像作家金子 䏤㱛｜ꬱꭊ家／舞台汋洕／⪰䉐沑立芸術文化センター三孀 あ׏子｜扵传家莟冋 絵美｜⯎作／覐◱٤ثクシٟン・アシスタント／ PetJt (RAC&炯㼗 㵬子｜⯎作／낇淰沑立美術館
ⶤⱸ｜⪰䉐沑立芸術文化センター 覐◱䞵◥٤ث・ؠ٤وクシٟン／剣䌤会社ٌーؠーシーウؠスト
スタػフ｜扵传アシスタント：菢僮矑䕿 大⫅あかり／ꬱꭊオْ٤ーター：㴹㏛砙直／映像アシスタント：籯⿶▨／記録映像：山⹺順◥／記録䲟䏦：兠本霢／パンフػ٤トデザイン：荠谷伝姊
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歴史・☳物（铰演）
　日本におけるؠ٤و・リュス研究の珬一人者、ꇄ僮侷による基
調講演「現代人にとってؠ٤و・リュスとは」では、ؠ٤و・リュス
が同時代の䡪րに┷えたインパクトや特榭性について鏈られた。
　乀藤䝄子による講演「覐◱䞵◥とؠ٤و・リュス」では、日本人
である覐◱䞵◥がいかにしてؠ٤و・リュスに노◞׏れゑ蝍した
かについて鏈られた。

ػタٍر ( 臡⺊䤞術・⯎✎ )
　劇場実験では、ؠ٤و・リュス䐂時の「挓ꄱある劇場牝ꛠを諟
らせたい」という飷仦の׼と、佅焥䉉という埿舞⚧劇場⪘体を活
かした参加㑇・⼸鷻㑇の形䌤をとった。舞台汋洕・ꬱꭊの金子䏤
㱛による『パラード』の瓵や됑り物の⯎作、扵传の三孀あ׏子によ
るシーン׎とのꤗ㍦奣を䏘る扵传、⯎作の莟冋絵美、炯㼗㵬子に
よる観㱿の鎻㵚など、⺣⛸の㶩ⱸがあってこそ実現できたことを
橠䚝している。舞台芸術研究センター⺣⛸に׼多大なる㶩ⱸを韔
り、そしてこの劇場実験を污䱔׏れた多くの儽場者の亇րに、䑮よ
り䚝铴を楏し上׌たい。

団である。「㛩䣒を見つける㛩䣒」ؠ٤وイ・ディアギ٤フが晣いた伝鏩的تは、煵代の膵業╸セル（����-����）「リュス・ؠ٤و」　
と׼煢׏れる䏹は、その㴕美泓を発䭋して麀ך؍一嬐の芸術家たちをⶤ⦁׏せ、ؠ٤وを最⩥獸の祽合芸術ײと一奣に䥭し上׌
た。「覐◱䞵◥٤ث・ؠ٤وクシٟン」は⪰䉐沑立芸術文化センターが䢳裚する╉楴で׼傲下の醵模を鎚る٤ثクシٟンであり、琜者
は ���� 年 ��月からإュ٤ーターをⳏめ、近年は「踊るإュ٤ーター」として、歴史的鞳料と現代の創作の交点に立った活動を礄礆
している。本プロジェクトでは、祽ⳟ�� ⺬の共同研究メンوーと共に、「ؠ٤و・リュス」と「覐◱䞵◥٤ث・ؠ٤وクシٟン」を遳泓
的に研究・創造し、覐◱氏の生鎴 ��� ⼸年にあたる���� 年、佅焥䉉にて「劇場実験」を実施した。以┴、その咳醜を㕈⼏する。鍰
砵については、参考鞳料（映像、対鐠、批評）を参扵׏れたい。
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蘇るバレエ・リュス：薄井憲二バレエ・コレクションの同時代的／創造的探究

関 典子 | ダンサー／神戸大学准教授／薄井憲二バレエ・コレクション・キュレーター

研究会・劇㕍┴醱
　研究会は、���� 年 �月から���� 年 �月にかけて、銍 � ㍆実施した。合同研究会と⠞別研究会を⺣ � ㍆、⠞別研究会は⪰䉐沑立芸術文化センターにて、覐◱䞵◥٤ث・ؠ٤وクシٟンの鞳料を꜒釜しながら実施した。　劇場┴見を⪘ � ㍆、銍 �日ꛠ実施できたこと׼貴重であった（���� 年 �月�日、��月��日、�� 月��日、���� 年 � 月�日、� 月�� ～ ��日）。佅焥䉉の舞台とホワイؠをくまなく䦡見し「この佅焥䉉で✄ができるか」を試行ꍏ鏔できたことは非䆓に傲ⲝであり、その硳果、参加㑇・⼸鷻㑇の形䌤をとり、儽場者に啒րに煰動していたךきながら「新たな劇場体験の創出」を污䧖した。

珬�部 �映像｜『Nymphe』�歴史｜「現代人にとってؠ٤و・リュスとは」�人物｜「覐◱䞵◥とؠ٤و・リュス」
珬�部 �舞踊｜『パラード』�輥遉｜「ؠ٤و・リュスの輥遉デザイン」�ꬱ楽｜『ChronJDMe ����』
珬�部 �舞踊｜『撒灒とニンフのⶔ䐑』�交嬐｜意見交䬧・䟞鐠
展示 �サウンドインスタ٤ーシ ンٟ『ChronJDMe ����』�⪰䉐沑立芸術文化センター「覐◱䞵◥٤ث・ؠ٤وクシ ンٟ」遳遣（現物鞳料は、⪰䉐沑立芸術文化センターでの⚘楙展・䆓鋜展にて展示）

ꬱ咭・映⦅（乳✎）
　本プロジェクトから生まれた新作は◥つある。山╥鵛と玊⫅灡
銤による『ChronJDMe ����』は、ホワイؠでのインスタ٤ーシٟン
と舞台でのライブとして発表した。ؠ٤و・リュスꬱ楽と現代のꬱ
芲を再唾成・再作傇し、٤オン・وクストの絵楙をデジタル⭜理し
た映像と共に立体ꬱꭊ牝ꛠが創出׏れた。
　䄛藤縵、佐藤一矑、三孀别里子による『Nymphe』は、꛷の映
像作品『撒灒とニンフのⶔ䐑』を׼とにした新たな映像作品を䄛
藤が⯎作し、それに鉇発׏れた佐藤が新傇を傑き┴؇すという創
造の連ꐄから鎴生した。

実際に舞台で舞う啒は눩愻であり、「この輥遉が踊る啒を観たい」
という琜者の長年の㛞が⺒えられた。舞台での実演䐑はホワイؠ
およ׭⪰䉐の⚘楙展で׼展示。輥遉の砵部を׎釜いたךき、媗污
を集めた。

臡馘（臡⺊噉唾・劇㕍牝ꛠ）
　꛷⪳子振付の�作品を佅焥䉉版として䶿銂上演した。『パラード』

（観㱿は舞台上およ׭ � ꡔ䆀でꕢ韘）では、⸋作にある「見╉物小
㶽の⯭の広場での呼׭鲅み」という鋜㱲の׼と、舞台噉唾（花鸘の
スػポン、㱲䌤䆺、䌀り舞台）を꺗❃した韁やかなパフォーマンス
を演出した。
　『撒灒とニンフのⶔ䐑』（観㱿は � ꡔ䆀からꕢ韘）では、初代市
川无糢がؠ٤و・リュスを污䱔した䏦ꭊ┴で創作したと׏れる『띠
㖊』における꨻新的な扵传（月と䢖れる䏦法䅾）を意閃し、劇場牝
ꛠと共に㚮容する啒を演出した。

『パラード』

撮影：兠僲霢

『Nymphe』

撮影：兠僲霢

⪰䉐沑立芸術文化センター「覐◱䞵◥٤ث・ؠ٤وクシٟン」珬 �� ㍆⚘楙展
『٤オン・وクストの輥遉：劇場実験「諟るؠ٤و・リュス」特別展』

撮影：꛷⪳㯬

⹇絼鞳乓 
映⦅https://youtu.be/GBRD74hCIx4

（劇㕍実꼐և諟٢・ؠ٤و؅ュرֈظイジェرト䲟䏦・禰集㸃⹺ꭖ◥）
㴿鐠https://www.chacott-jp.com/news/worldreport/osaka/detail034590.html

（『$IBDPUU 8FC .BHB[JOF%BODF $VCF』��� 年  傱日꛷⪳㯬、꛷⹺砆┧、깄傱㏂）
䤑録https://www.chacott-jp.com/news/worldreport/osaka/detail034839.html

（『$IBDPUU 8FC .BHB[JOF%BODF $VCF』��� 年 � 傱日꛷⹺砆┧）

日時：���� 年 �月��日（金）����� ～ �����
会場：オンライン
参加者：⪘員

「はגめに：ؠ٤و・リュスと覐◱䞵◥٤ث・ؠ٤وクシٟンを淰る」

日時：���� 年 �月�� 日（金）����� ～ �����
会場：⪰䉐沑立芸術文化センター
参加者：꛷⪳子、三孀别里子、本嘢䍏生

「祽合芸術としてのؠ٤و・リュス：美術・フؙػシٟン」

珬 ㍆研究会（合同研究会非公開）

珬 � ㍆研究会（⠞別研究会�：非公開）

日時：���� 年 �月��日（水）����� ～ �����
会場：⪰䉐沑立芸術文化センター
参加者：꛷⪳子、三孀别里子、山╥鵛、莟冋絵美

「祽合芸術としてのؠ٤و・リュス：ꬱ楽」
珬 � ㍆研究会（⠞別研究会 �：非公開）

日時：���� 年 �月��日（僮）����� ～ �����
会場：هイブリػド（⪰䉐沑立芸術文化センターおよ׭オンライン）
参加者：⪘員

「ラムについてب劇場実験の実施⫅容・プロ」׭およ「リュスꬱ楽の再作傇・ؠ٤و」
珬 � ㍆研究会（合同研究会 �：非公開）

日時：���� 年 �� 月��日（金）����� ～ �����
会場：هイブリػド（⪰䉐沑立芸術文化センターおよ׭オンライン）
参加者：꛷⪳子、三孀别里子、本嘢䍏生、䐑藤➹伺、떾㶪藊子

（議論׭およبティンػ稾いフィ♸）「リュス輥遉の再現⯎作・実演・ؠ٤و」

日時：���� 年 �� 月��日（㎲）����� ～ �����
会場：⪰䉐沑立芸術文化センター
参加者：꛷⪳子、三孀别里子、佐藤一矑、䄛藤縵、金子䏤㱛、三孀あ׏子、菢僮矑䕿（扵传
アシスタント）

「新作映像作品『Nymphe』について」（演㜜とꬱ楽のリهーサルおよ׭議論）

珬 � ㍆研究会（⠞別研究会 �：非公開）

珬 � ㍆研究会（⠞別研究会 �：非公開）

日時：���� 年 � 月��（水）～ ��日（㎲）���� ～ �����（非公開：仕鲅み・リهーサル）、�
月��日（㎲）����� ～ �����（公開）
会場：京都芸術劇場 佅焥䉉
参加者：⪘員
一般参加者：矙 ��� ⺬

「劇場実験：諟るؠ٤و・リュス：覐◱䞵◥٤ث・ؠ٤وクシٟンの同時代的／創造的䫈究」
珬� ㍆研究会：劇場実験（合同研究会 �：公開）

日時：���� 年 �月��日（月）����� ～ �����
会場：オンライン
参加者：⪘員

「劇場実験：諟るؠ٤و・リュス：覐◱䞵◥٤ث・ؠ٤وクシٟンの同時代的／創造的䫈究の振り返り」
珬 � ㍆研究会（合同研究会 �：非公開）

劇㕍実꼐և諟٢・ؠ٤و؅ュرֈプロ١بム

輥遉 ( 铰演・⫎現⯎✎・実演 )
楙僚的であった。本嘢׼リュスは輥遉デザインのꨲで・ؠ٤و　
䍏生による咳論の䐑、떾㶪藊子により『ꨋい됀』輥遉の再現⯎作
鸈熋が鏈られ、䐑藤➹伺による実演を行った。��� 年⯭の輥遉が

映⦅ջջջջ  ջջջջջջջ㴿鐠ջջջջջջջջջջջ 䤑録
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「hysteria」プロジェクト－〈女性〉の身体への眼差しを転じる
リサーチ・ダンスの試み－

研究組織ջ
研究代表者
兠本 㜓ր子｜عーム・عープロ共同╸㲚、ظンスアーティスト
共同研究者
醙本 ⣁吾｜عーム・عープロ共同╸㲚、ドラマトゥルク
安⠡ 大侼｜デザイقー、nora EeTJHn DoMMeDtJWe
㲖┴ 㳳婒｜現代舞踊・パフォーマンス研究
研究ⶤⱸ者
╥㶽丕 南｜ظンサー・振付家
牍山 깄薝｜ظンサー
▅⟕ 冒里砃｜映像
乀藤 英理｜アーティスト
始尶 ➹｜映像作家・演出家
⫅山 沩薝美｜デザイقー
僮儤 暞㜓｜ظンサー・振付家

松本 奈々子 | チーム・チープロ共同主宰、ダンスアーティスト
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日時：���� 年 �月��日、�月�日、�月�日、�月��日、�� 月��日 ⺣ � 時ꛠ
会場：:A6 4T6%IO　　　　　　
参加者：㲖┴㳳婒、安⠡大侼、醙本⣁吾、兠本㜓ր子、小森あや

　本研究会では、共同研究メンوーで、ドイؼ鏈㎘の現代舞踊研
究を専門とする㲖┴㳳⺕؍׏と、「hyTterJa」プロジェクトとかかわ
る現代舞踊研究や作品を共傲し、議論した。「hyTterJa」というア
イデア� 咳念をとおして、現代舞踊についてどのように考えること
ができるのか、また「hyTterJa」プロジェクトを劇場実践としてど
う実迢することができるのかについて、考えることを污的とした。
検討した作品：AntonJa #aehr『-aDhen』�The The pop 『�� HraEeT oG Thame』�.eH 4tVart『7JoMet』�『ジشル』
この研究会をׯまえた㓦琜・発表：（論文）㲖┴㳳⺕「クィアな埊僑の舞台としての演劇的髂体 4he 4he Pop『�� (raEeT oG 4hame』を例に」『話文研究』珬���⺓、䝄䟣義㗃大学話文学会、����年�月、��-��ꭏ。

（研究発表）㲖┴㳳⺕「ジشル、يステリー、アラベスク」日本独文学会シンポジウム「ロマンティػク・ラブの出発点／孮㛵点としての硳㦙���� 年⯭䐑の文学・芸術を例に」（事：䝄䟣義㗃大学日⺨ٛإンパス）、���� 年 � 月。
（꛷連する㓦琜物）㲖┴㳳⺕「�TtepTについての釆え傑きと���� 年��月に行われた� つの公演について」4T 4potウェブサイト
（https://stspot.jp/schedule/?p=10546）���� 年 � 月公開

珬 ㍆ � 珬 � ㍆ ه١بム研究会（非公開）ջ
日時：���� 年 �月��日、�月��日、�� 月��日 	⺣ � 時ꛠ 

会場：:A6 4T6%IO（珬� ㍆）、4Tスポػト（珬 � ㍆）、 森┴スタジオ（珬 � ㍆）　　　
参加者：▅⟕冒里砃、╥㶽丕 南、牍山깄薝、兠本㜓ր子、㲖┴㳳婒、安⠡大侼、醙本⣁吾

　本研究会では、「WaHJnaで踊れ」という䧖示を出したと׏れる
マーサ・بラهムのظンスメػصドや振付作品を׼ちいたワークを
行った。ظンサー・振付家の╥㶽丕 南؍׏とظンサーの牍山깄薝
��、し׭をお呼؍׏ ╉矑初ꮒにアメリظٚأンظンスの띘传僚を
形作ったマーサ・بラهムの伝鏩をたどりながら、փ㝤性քの髂体
をどのように䙋像し、そこからどのような踊りを立ち上׌ることが
できるのかについて考えていった。
珬三㍆污の研究会では、共同研究者の安⠡大侼؍׏に⯎作を❰
ꮪした手㍆し映像再生噉「؍װ؍װ╴」を椾いてマーサ・بラهム
の映像を再生するワークを行った。بラهムや参加者が振付た踊
りの映像を再生・鵆再生・⹘䐽・スロー再生・クイػク再生するこ
とで、動きから別のイメージや踊りが生まれる⺉能性を䫈った。ま
た、「手㍆し再生噉」を׼ちいて再生する髂体を観㳻した。▅⟕冒
里砃؍׏に映像記録を❰ꮪした。
⹚録映像：
https://www.youtube.com/watch?v=C_a1npuU__c

䲟䏦とءٍىーٖンرの꛷➬を研究・開殯؅ד研究会
日時：���� 年 ��月�日 -��日
会場：:A6 4T6%IO 　　　　　　
参加者：兠本㜓ր子、乀藤英理、⫅山沩薝美、醙本⣁吾

　本研究会では、「٤ثオبラフィػクأード」の⯎作と上演実
践（『օブギウギ・4ֆWarJatJonT』）を通גて、䲟䏦とパフォーマ
ンスの꛷➬を検討した。⫡沩技術を椾いたيステリーの⮋兿亇
法をׯまえながら、踊る髂体の⫡沩とそれを⺬ןけたأード

を作成し、それを椾いた上演（プ（「ードأクػラフィب٤オث」）
٤イインب）をおこなうことで、踊る髂体を切り取りあらたなイ
メージを生み出すことを試みた。

　「hyTterJa	يステリア
」プロジェクトは、「hyTterJa」という言葉をإーワードに社会的に唾甥׏れるփ㝤性քの髂体をまなאす埊僑を転
。ンスプロジェクトであるظ・ع踊りを創作するリサー、ג

「hyTterJa」は⹻⪳ギリシア鏈で「子㲖」を意⽊し、「يステリー」の鏈崡である。かつて⵻䅾はփ㝤性քの体調の㚮化を子㲖が転がり㍆って
いるからであると鋶断し、婒款を施したという。̆ ステリー˙という言葉は現在は⵻款椾鏈としては椾いられていないが、本研究会ではそのي
言葉にあえて立ち返ることでみる�みられる唾造や埊僑を見つめ直し、それらに㍆⹚׏れないփ㝤性ք の髂体、そして踊りを創造するための
手がかりを得ることを污䧖して、╸に以┴の調査・実験をおこなった。
�� 文於・スタジオ・フィールド調査

փ㝤性քの髂体ײと向けられる科学的な泓差しと 놝術的・灒焺的な泓差しの交差に泚污して、研究者やظンサーとの共同研究会、フィールドリサー
。文於順鏫をおこなった、ع
�� 映像再生迢籅を椾いた上演形䌤の実験
��-�� ╉矑ꭑの眼灒⵻学の⮋野において、楓性⵻䅾たちはيステリー樹攉の⮋兿を⫡沩記録を׼とに行っていた。その記録には㝤性が鶽؍で参
加し、يステリー特傲の髂振りを自ら演גたと׏れる。この史実をׯまえて、映像再生迢籅を椾いたあらたな上演形䌤の開発・実験をおこなった。

珬 ㍆ � 珬  ㍆ջ؅؆؃׹؅׹研究会（非公開）

『օブギウギ・4ֆWarJatJonT』
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珬 � ㍆ջ上演の実践（公開）
日時：���� 年 ��月��日
会場：:A6 4T6%IO　　　　　
参加者：兠本㜓ր子、醙本⣁吾、僮儤暞㜓

珬 ㍆ջ١بآ٤ث の✎成（非公開）فーأクػ؛ٍ

䲟䏦とءٍىーٖンرの꛷➬を研究・開殯؅ד研究会 �
日時：���� 年 �� 月��日
会場：عーム・عープロ 事ⳏ䢳　　　　　
参加者：醙本⣁吾、兠本㜓ր子、乀藤英理

珬 � ㍆ջ䲟䏦（非公開）
日時：���� 年 � 月��日
会場：4Tスポػト　　　　　　
参加者：乀藤英理、兠本㜓ր子、醙本⣁吾、始尶➹

珬 ㍆ջ䣛כ合؉ו（非公開）

珬 � ㍆ջ実꼐（非公開）
日時：���� 年 � 月��日
会場：عーム・عープロ 事ⳏ䢳　　　　　　
参加者：醙本⣁吾、兠本㜓ր子、乀藤英理

　本研究会では、ディディユベルマン『يステリーの発传』で
硄♈׏れている「يステリー䗊者」のイメージを基に作成した
髂体の動きをフィルム映像で䲟䏦し、その映像を手㍆し映像再
生噉「؍װ؍װ╴」とテクストを椾いて観㳻することを試みた。
踊る髂体をどのように切り取り、イメージを生み出すことがで

手㍆し映像再生噉「؍װ؍װ╴」

調査فー٣؛ٍ
日時：���� 年 �月��日 -��日
参加者：醙本⣁吾、兠本㜓ր子

　髂体と映像 �イメージとの꛷わり亇を䫈るために㎲地と꛷わ
る民⟍学的䙋像ⱸを参考にしようと考えた。本研究会では、Η
괘谈にまつわる民鍬「オシラサマ」と꛷連する地域「鸼野」と、
Θ新縯メディアや映楙孮鞟・嬐通の╥䑮地として别えてきた

「傲楽町」でのフィールドリサーعをおこなった。

珬◥㍆ջ傲咭町
日時：���� 年 �月-�月
参加者：醙本⣁吾、兠本㜓ր子

珬┧㍆ջ鸼ꄰ

きるのかを考㳻し、上演形䌤を発传・試演するための崪⤛をお
こなった。
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アッピア演出『オルフェオとエウリディーチェ』（1913）をモデリングする

研究組織
研究代表者
横田 㱊ꢻ｜舞台技術、セبنラフィ研究

研究協力者
▅兠 㛌깄｜مザーランドظンスシアター　扵传家
森 逅子｜ٚ ンサーظ　スأクロームサーن
フランク・تイスラー｜ِ٤ラウ灐灮劇場　学芸
トビアス・ブラスوー٤ِ｜بラウ灐灮劇場　技術汋洕
٤ラウ灐灮劇場　⯎作ِ｜بンベルمص・ートو

横田宇雄 | 舞台技術・セノグラフィ研究

研究会⮵の嬈Ⳉ㕈⼏

公開、オンライン開催
日時：���� 年 �月��日
参加者：横田㱊ꢻ׵か一般繟軹

　オْラの再現上演に䑱醜な醜⚇を丑理した。アٌػアによる
舞台迢籅の䶿꨻、サルزマンによる新しい扵传システム（⪘ꨲ
ꛠ䫎扵传）の検討、テػセقウ鋜銍のシンプルな䋾甥意ⵆ、リ
ト ク体䳘における輥迢、田㎜都市と芸術鷾動、新自楍教育ػٗ
の現在。

（日♎演劇学会との合同開催）

　本研究会では、オْラの再現上演にかかる醜⚇を技術的⣚ꨲから考㳻し、ِ ٤ラウ灐灮劇場の�% ٚデリンبを遣作した。
　対霐は、アドルフ・アٌػア（����-����）の演出作品である。国⫅で研究会を実施した上で、調査員はِ٤ラウ灐灮劇場（ドイؼ、
ド٤スデン䄎）で現地調査を行った。
　ِ٤ラウ灐灮劇場は、���� 年に開館した近代㑇のꬱ楽堂である。アٌػアは ���� 年に『オルフェオとؠウリディーعェ』（クリス
トフ・٬ィリوルト・بルػク作傇）を上演している。この時に遣作した舞台迢籅は、䐑の現代オْラに多大な䏦ꭊを┷えた。
　同劇場は『ReLonTtrVLtJon Eer ;VLVnGt � RaVm - -JDht - #eXeHVnH ˑ 6topJe』	����
という⚘楙で、開館時の舞台迢
籅と扵传迢籅を再現している。多くの再現上演が꟪られた醜砙のみを対霐とするのに比׳、初演時の啒相を塪す牝ꛠでの歴史考
証に基ןく再現は煵なةースである。上演する上で足りない䘆㕈は、現地の実岀によって逗うことができるため技術者の䏵Ⱜは大き
い。䐜って、「歴史的奣付き」（هンター、���� 年）を䬓❭するのは、歴史家による考証や芸術家の独創性ךけではなく、舞台技術
者の⮳断׼⻚まれるということが漩鎤できた。
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珬 � ㍆ 
非公開、オンライン開催
日時：���� 年 �月�日
参加者：横田㱊ꢻ、⚢藤䏘、山本砃窘、ꇄ僮あ؀こ、㺜本伝▨、㱊嫦僮ⶏ燲

珬 ㍆

ِ٤ラウ灐灮劇場（琜者䲟䏦）

ِ٤ラウ灐灮劇場の�% ٚデリンب（琜者作成）

成果㕈⼏
調査㕈⼏傑「アドルフ・アٌػア演出作品の再現上演のために
	�
～『ReLonTtrVLtJon Eer ;VLVnGt � RaVm - -JDht - 
#eXeHVnH ˑ 6topJe』	����
 調 査を硪て」	����
、『京 都 芸
術大学舞台芸術研究センター矑醜 ���� 年䉇』、��-��ꭏ、京
都芸術大学 舞台芸術研究センター。

　ِ٤ラウ灐灮劇場に現地調査を行った。���� 年までのリن
ベーシٟンの硪秀、ثンテンポラリーظンスの拠点としてどのよ
うな鷾ㄷ体⯎が取られているか、近代の文化遺椷としてどのよ
うな䋾甥の⟕㯶・広㕈活動を行っているか、䐽⩝׏れたアٌػ
アの舞台迢籅の一部とその模㑇を調査した。鍰砵は成果㕈⼏
に閾ることとする。
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鏵ꯄの缏侬と研究亇婶
　本調査はアٌػアの下㵡ない実作の╥で、比較的雨㳑に鞳
料が塪׏れているオْラ『オルフェオとؠウリディーعェ』を対
霐とし、その再現にかかる技術的醜⚇を传らかにする׼のであ
る。再現上演と一言で言って׼、污的や塪׏れた鞳料の韫とꄱ
によって、その醜⚇は榭なる。⪘ての醜砙（演技、輥迢、迢籅、
観劇䛭䉇等）を再現することは┶⺉能であるが؀えに、観㱿に
対して、どの醜砙を堭䎯化しているかという鉁鏩・⛮し傑きが
重醜になってくる。
　本研究は、（アーأイブや最新の研究成果による）仛淰の事
実と、実演家による鉁ꄨの差榭を䥮出する手法を取ることで、
再現上演に䑱醜な技術的・硪屉的儷⚇を传らかにすることを
污的としている。╸に対霐とするのは文於鞳料、㍧版鞳料、批
評や演出نート、上演牝ꛠである。ِ ٤ラウ灐灮劇場は、����
年に大醵模な⟯䐽䄛事が獝䄛しており、唾造およ׭㛎観は、׵
れた。加えて、劇場が⛸籅するِ٤׏初演䎯時のままに䐽膵׶
ラウという町は、田㎜都市鷾動によって作られたニュータウン
であり、現在׼まך䐽膵鷾動が行われており、䋾甥ךけではな
く⼸鱿環境׼⻚めて◥重三重に׼歴史的奣付きを唾成する醜
砙が䫾っている。
調査と成果
Η黧鋦：上ⶖ僚は、アٌػア蚳作⹔׭⩥行研究の文於調査に
あたった。再現上演にとって重醜ךと思われる蚳作は、一部黧
鋦して研究会で発表を行った（ػؠセイ点）。
Θ現地調査：┴ⶖ僚は、現地調査のための崪⤛、日本で再現
上演をする場合の技術醜⚇の┴調׳と鞟椾の見爉りを行った。
ِ٤ラウ灐灮劇場からは、リニューアルオープン時から業ⳏに
あたっているフランク・تイスラー؍׏に受⪒䥺䎯者として、事
⯭の䘆㕈䬓❭や⺣䢳ײの連碖の取垯׈を行っていたךいた。
Ι見爉り：日本での再現上演については、╸に扵传システムと
⺉㚮台の遣作に꛷して扵传家・大鸘具家に見爉りを❰ꮪした。
咳瓄ではあるが、���┰⫆熋䉇の鞟椾が見鲅まれているため、

現地調査
　�� 月�日（㎲）に、現地調査を行った。تイスラー؍׏の劑⫅
で、施 鋜 ⪘ 体を劑 ⫅して׼らった䐑、ブラス に؍׏بーو

『ReLonTtrVLtJon』で遣作した舞台迢籅を見せていたךき、
遣作䎯時の鍬を⛟うことができた。
　糺 �日は、劇場⼸鱿を䷹瑁した。田㎜都市ِ٤ラウの現在を
観㳻することができた。

実現には研究や創造活動のための助成金を꺗❃する䑱醜があ
るך؇う。
Κ�% ٚデリンب：研究代表者と研究ⶤⱸ者は、これら調査を
踏まえて�% ٚデリンبを遣作した。

研究の♅䐑
　䆆国䐑は、扵传家・▅兠㛌깄と共に、ِ ٤ラウ灐灮劇場の
�% ٚデリンبを遣作した。デジタル技術を䫇椾したプロジェク
ト׼╝行して鶽めており、この�% ٚデリンب上で、ظンサー・
森逅子が踊るという試みを㠿めている（鶽行╥）。
　今䐑は、再現上演の実現に向けて、�% ٚデリンب上での再
現シٗュ٤ーシٟンを唾甥していく◡㱲である。また、アٌػア
蚳作の黧鋦׼礄礆的に礆けていきたい。こうした実穪を踏まえ
て、再現上演のための鞳金昵得を污䧖したいと考えている。

参考文於
Appia, Adolphe. 1988. Œuvres Complètes. ed. Bablet Hahn. Société Suisse du théâtre. l’Age 

　d’ Homme.

Beacham, Richard C. 2014. Adolphe Appia: Artist and Visionary of the Modern Theatre. Routledge.

Hunter, Mary. 2014. “What is historically informed performance ?” . pp. 606-626. in ed Helen M. 

　Greenwald. 2014. The Oxford Handbook of Opera. Oxford University Press.

鸼山ꨙꢻ『アドルフ・アٌア』���� 年、相模傑䢰。
長谷川獖『田㎜都市とⶏ年晩国』����年、䄛作舎。
山⺬尨『䇻のドイؼ田㎜都市 - 教育共同体ِ٤ラウの䧩䢇』���� 年、ٗ 。ル٬ؙ傑䢰م

いるとこ؇、これを⩱獢向けの上演の際にどのように活椾する
ことができるかを実演家を交えて議論した。特に鉇釆やㅑ釆
など、非視繟釆的な䚝釆に鋨えかけることの重醜性が䧖䰅׏
れた。また、プ鏈によるオْラの上演の⺉能性׼検討׏れた。
珬 � ㍆ 

ِ٤ラウ灐灮劇場ײの現地調査
日時：���� 年 �� 月�日
調査䥺䎯者：横田㱊ꢻ、▅兠㛌깄
受⪒⣚䥺䎯者：フランク・تイスラー、トビアス・ブラスوーو、بート・مصンベルب

　リトٗػク教育とリトٗػクを活椾した上演（ベイビーシア
ター）の考㳻。発鸛墪ꡔにおける非言鏈ٗثュニةーシٟンと
アٌػアの演劇理論の釢⽪性の（再）検討。ظルクローزのリト

れていることはよく淰られて׏クが⩱獢の髂体教育に活椾ػٗ
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環境配慮型の舞台芸術創作ための国内の舞台芸術と環境についての
基礎調査及び英国他ヨーロッパのサスティナブルプロダクションの実例調査

研究組織
研究代表者
大㼗 広子｜舞台美術家・一般社団法人ImaHe NatJon (reen（イマジمーシٟン・بリーン）
代表理事

研究協力者
パディ・ディロン｜シアター・بリーン・ブػク　ディ٤クター
公共劇場舞台技術者連碖会

大島広子 | 舞台美術家・一般社団法人Image Nation Green（イマジネーション・グリーン）代表理事

　舞台芸術の䥺い手や観㱿׼、社会の╥の׏まאまな椷業と同啒に、䧎礆⺉能な社会の実現に向けて行動することが妞められてい
る。しかし日本の現攉としては、舞台芸術に꛷する活動が颮㍉する環境インパクトに꛷するリサーعや、環境ꀊ䜳㑇のプロظクシٟ
ンの実践例は꟪られており、そうした鷾動が鶽؍でいる垺皣に比׳ると鷯れをとっている。日本で׼、環境視点や䧎礆⺉能性を取
り⪒れた舞台芸術創作の新しい仕硛みの唾甥を䔅ぐ䑱醜がある。本調査を通גて日本の現攉を䤮䬳し、٠ーロػパの⩥行事例を調
査・発表することで、日本国⫅での議論を活発化׏せ、日本の舞台芸術をはגめとする芸術文化に時代にⷍした㚮化を➯すことを
污䧖している。
　具体的には、国⫅の調査として作品遣作を行う公共劇場の技術者に対して、劇場⫅での環境の䧎礆⺉能な取り硛みについてアン
、やعトランド、ベルギーにおける取り硛みのフィールドリサーػثランド、スبート調査を行った。孙㛎の事例調査としては、インة
� 年に一䉇開催׏れる舞台美術の╉楴的な展釜会プラأ・هドリؠンقー٤（P2）で実施׏れたثؠ・セبنラフィーワークシٟػ
プに参加し、舞台芸術の╥で׼儣料を多く孮鞟する舞台美術でのثؠロジأルなデザインアプローعについて学ך؍。

12

� 参考サイト�
シアター・بリーン・ブػク
https://theatregreenbook.com

ロイٜル・シェイクスٌア・أンパニー　بリーンプロظクシٟン「テンْスト」
https://www.rsc.org.uk/blogs/whispers-from-the-wings/green-scenery-for-the-tempest
　

リセػト・シーقリー
https://www.re-setscenery.scot

Beer, T., Rixon, T., Garrett, I., & Goh, A. (2024). Embedding ecoscenography into performance 

　design pedagogy: three practice-based approaches. Theatre, Dance and Performance 

　Training, 15(3), 472–494. 

https://doi.org/10.1080/19443927.2024.2345609
�：׺ラフィーをパフォーマンス・デザインの教育学に硛み鲅بنセثؠ つの実践に基ןくア
プローع 	P2 におけるثؠ・セبنラフィー・ワークシٟػプの手法とⲝ果をまとめた論文）

研 究نート　ثؠセبنラフィーの⺉能性 ˒䧎礆⺉能な舞台芸 術 創作におけるセبنラ
フؙー（舞台美術家）の靻於　
https://k-pac.org/hp/wp-content/uploads/28a53d2bdba0d041e1daa9507bdc6a71.pdf
京都芸術大学　舞台芸術研究センター　���� 年䉇矑醜

　英国では ����年発行のシアター・بリーン・ブػクが業楴
⫅で非䆓に媗污׏れているが、すでに�� 年׵ど⯭からCo� ⯩
屡に向けて業楴⫅での議論や実践が爉み重קられているとい
うことがわかった。国⫅の攉婛としては、多くの劇場が環境れ
ꯄײの対瑁を実施している一亇で、劇場や硛窘の䷉瑁の╥に
環境れꯄを鏵ꯄとして捉えることが一般化していない現攉が
ある。日本で今䐑取り硛׳׺きことは、環境れꯄに対するこれ
までの実践を再評❷し、団体、⠞人が舞台芸術の活動に颮㍉
する環境の䏦ꭊを淰る噉会を㗳やすとと׼に、取り硛みやすい
仕硛み作りや助成金⯎䉇の見直しが䑱醜ךと考える。
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莺国סのⳈׇ
　芸術文化楴の╥の環境アクシ ンٟの㠿まりは矙��年⯭から㠿まっ
ている。����年にꬱ楽業楴での環境活動から開㠿した N(O 団体
ジュリーو・زイシクルは、このムーブメントの╥䑮的な䏵Ⱜを䥺っ
ていて、芸術文化楴で⦁く人やアーティスト向け環境のセٗقーの
開催やنウهウの共傲、Co� 銍瓄噉を䬓❭し、アーأؼウンシル・イ
ンبランドとⶤⱸして環境にまつわる䷉瑁䬓言׼行っている。アーؼ
ランドはبウンシル・インأ ���� 年に環境ポリシーを発表し、長僚
助成団体に対してمؠルギー❃椾ꄱやج のٗ䪮出ꄱ銍岀を妞めるこ
とから㠿め、���� 年から長僚助成団体に対して、環境のアクシٟン
プランを䬓出することを助成儷⚇に⻚׺など、より爉咜的な対瑁を
䣛ち出している。
　スػثトランドで׼ジュリーو・زイシクルと同גように芸術文化
椷業⫅の環境ꀊ䜳をゑ蝍、➯鶽する団体クリؠイティブ・أーٔン・
スػثトランドが ����年に創鋜׏れ、スػثトランドの助成䶱䭗団
体であるクリؠイティブ・スػثトランドとⶤ⦁し、スػثトランドの
芸術文化団体の環境アクシ ンٟを䐑䥭ししている。
　����年に英国の舞台業楴の傲志によって、環境ꀊ䜳の基崪や污
嗋、ؤイظンスが傑かれたシアター・بリーン・ブػクが発行׏れた。
これは䧎礆⺉能な作品遣作、劇場䋾甥、劇場鷾ㄷの�つのセクシٟ
ンから唾成׏れており、قシٟقル・シアター、ロイٜ ル・シェイクス
ٌア・أンパニー、インبリػシュ・قシٟقル・オْラなど国を代
表する劇場から、地域ベースの小醵模أンパニーまで、環境意閃の
낇い団体によって活椾׏れている。発行から� 年たった現在、��أ
国鏈に絫鋦׏れ多くの国でبリーンブػクに崪גた活動が㠿まって
いる。鏵ꯄとしては、イギリス国⫅におけるبリーンブػク基崪を崋
たす作品の׵と؍どは公的鞳金䭗助を受けている団体による׼の
で、ま業ベースの作品には活椾׏れていない、という現攉が示す業
楴⫅での鏵ꯄに対する屼䉇差や、環境鏵ꯄに対䒓できる人儣が文
化芸術楴に┶足していることなどが䧶׌られる。
　垺皣では、ثؠロジーと舞台芸術について学術的な議論׼氿؍に
なっており、そうしたテーマを取り䤆う学術研究傑、シンポジウムや
大学の講義が年ր㗳加している。それに伴い新しい咳念（ثؠ・セ
生まれ、それ׼（بクライメート・ドラマター）ラフィー）や䏵Ⱜبن
らが多くの表現者や作品に䏦ꭊを┷えている。

事❕調査 （プロظクシٟン）
ロイٜル・シェイクスٌア・أンパニー（R4C）／インبランド
劇団初となるبリーンプロظクシٟン「テンْスト」

　シアター・بリーン・ブػク鋜㱲污嗋の「基本」をクリアしたこの公演では、スタػフや俳優がそれטれの立場で環境靹蓅を㵡なくする䄛㛭を行っていた。大鸘具では別の作品で❃われた䈘やパمルが、再㖄迢׏れ、籅き亇を㚮えて再⮼椾したり、地⩝の冋業をㄷ׺会社からꛠ⚩儣を閾り受けて大鸘具として⮼椾していた。輥遉では、イオン発生迢籅を❃い嫓従の㍆下を屡らす、オンラインの鞛い物を屡らすなどの䄛㛭を行っていた。また作品の鋜㱲（無人㼗に巳泚した者たちの物鏈）に合わせて、舞台汋洕عームが孙㺜に䣛ち上׌られた孙の巳泚物を㍆⹚し、小鸘具に作り傜えるという、創作性と環境ꀊ䜳の╖ꨲからの試み׼膵⽊尢い。
事❕調査 �（꛷連⚘咋）

リセػト・シーقリー／スػثトランド
　舞台、映像、映楙業楴の䊂卙◡㱲の大鸘具や小鸘具を㍆⹚し、再鞇、リースを行う団体で、���� 年に鋜立。بラスجー鼜㛎の⠚䉐に再❃椾⺉能なパمル、ꡔ墪、䈘儣、刏などをストػクし、䑱醜な現場に䬓❭している。㍆⹚時とリース・鞇㚏時に見爉傑のꭕ污にCo� 䪮出ꄱを記魖し、リセػト・シーقリーのサービスを⮼椾することにより、どのくらい Co�の䪮出⯩屡になったかを下⡊化して⮼椾者に淰らせている。⠚䉐の一角に莟手デザイقーのアトリؠを✱鋜し、再❃椾アイテムをデザインプロセスに硛み鲅׺手法を育成するサポート׼行っている。

事❕調査 �
プラأ・هドリؠンقー٤（P2）　ثؠ・セبنラフィー・ワークシٟػプ

ラフィーの䬓さ者であるタニア・ベーア氏が╸㵚しبنセ・ثؠ　
たワークシٟػプには、舞台美術を学װ学生やプロのデザイقー
矙 �� ⺬が参加した。ثؠ・セبنラフィーとは、舞台美術の砙儣
䑀環や地域・自戍とのつながりを重視し、砙儣の特性からデザイ
ンを発展׏せていくという考え亇である。ワークシٟػプでは、劇
場⫅にあった׏まאまな砙儣を集めて、模㑇や小鸘具、輥遉を遣
作し、それらを椾いたパフォーマンスが上演׏れた。砙儣から泚䙋
を得てデザインを展開する手法は、環境れꯄײの対䒓としてךけ
でなく、デザイقーの創造性を広׌る⺉能性があると今㍆の創作
の鸈熋を通גて実䚝した。これは「環境ꀊ䜳が表現の⯎矙になる」
という䐜儽の考え亇と対扵的で、꟪られた鞳崡の╥でクリؠイティ
ビティを向上׏せるための重醜なيントとなると䚝גた。

国⫅のؚンةート調査ջ٢ٖحー
公共劇場舞台技術者連碖会に参加の劇場技術䥺䎯者にアンةート
を実施。�� 館╥ �� 館より㍆琽。
・䢳㷜の劇場では地朋屼俦化対瑁や環境ꀊ䜳の取り硛みが行われ
ている　���
・作品遣作の際に環境にꀊ䜳した作品作りが行われている　���
・劇場鷾ㄷの会議において、環境ײの取り硛みが議ꯄに上がるこ
とがある　���
・劇場での環境ꀊ䜳の取り硛みを䫪示物などで⮼椾者に⼏淰して
いる　���
・劇場で׼環境の䧎礆⺉能性に取り硛׳׺きである　���
アンةート硳果から、مؠルギー❃椾ꄱの甒矙やٗجの⮋別、⯩

調査を振り返って

リセػト・シーقリーの⠚䉐⫅部

プでの成果物ػラフィー・ワークシٟبنセ・ثؠ

屡、大鸘具の再❃椾など、具体的な実践はすでに多くの劇場で行
われていることがわかった。一亇で鷾ㄷ会議の議ꯄとして䤆われて
いると鉁琽したのは⪘体の���にとどまり、多くの劇場が環境れꯄ
に対する䧖ꅀがないまま、⠞別の実践が⩥行しているという現攉
がうかがえる。矙Ⱜの㍆琽者が職場での環境の䧎礆⺉能性ײの
取り硛みに韒同していることから、環境に対する鏵ꯄ䚝は共傲׏れ
ており、この⩥の体矉的な実践ײの煰行に僚䐈したい。




